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施設内見学 説明会

●
第
42
回
南
越
谷
地
区
体
育
祭

　
9
月
8
日
㈰
　
8
時
　
南
越
谷
小
学
校
校
庭

　
※
予
備
日
9
月
15
日
㈰

●
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
コ
ミ
協
主
催
）

　
10
月
6
日
㈰

　
ス
タ
ー
ト
：
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

●
市
民
体
育
祭
中
央
大
会

　
10
月
13
日
㈰
　
9
時

　
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場

　
※
予
備
日
10
月
20
日
㈰

●
高
齢
者
の
社
会
科
見
学
（
コ
ミ
協
主
催
）

　
10
月
22
日
㈫
　
富
岡
製
糸
場

●
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
開
催
日
　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
申
込
締
切
日
　
9
月
30
日
㈪

期間：H19.12.1～ 25.8.10

累計で
5,047,601個

ポリオワクチン／6,238人分
CO2発生削減／39,299Kg でした。
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普
通
救
命
講
習
会

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

防
災
部
会
担
当
　
７
月
13
日
㈯

廃
棄
物
減
量
等
推
進
説
明
会

越
谷
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

８
月
１
日
㈭

世
代
間
交
流
事
業
〜
お
団
子
作
り
〜

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

福
祉
部
会
担
当
　
７
月
25
日
㈭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

第
１
回
　
７
月
10
日
㈬

第
２
回
　
８
月
７
日
㈬

第
３
回
　
　
９
月
予
定

　
越
谷
市
消
防
署
指
導
の
も
と
、
コ
ミ

協
会
員
16
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
講
習
会
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
早
速
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た

場
合
に
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
の
実

技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
倒
れ
て
い
る
人
の
意
識
が
な

い
こ
と
が
分
っ
た
ら
す
ぐ
救
急
車
を
呼

ぶ
。
呼
吸
が
止
ま
っ
て
い
た
ら
A
E
D

の
準
備
が
で
き
る
ま
で
胸
骨
圧
迫
と
人

工
呼
吸
を
実
施
、
救
急
隊
に
引
き
継
ぐ

ま
で
A
E
D
の
音
声
指
示
に
従
い
処
置

を
続
け
る
と
い
う
こ
と
を
一
人
ひ
と
り

が
実
地
体
験
し
ま
し
た
。

　
前
回
受
け
た
実
技
と
は
違
い
、
突
然

倒
れ
た
人
と
周
囲
の
状
況
に
も
対
応
し

た
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。

　
越
谷
市
の

場
合
、
救
急
車

が
到
着
す
る
ま

で
の
時
間
は
約

７
分
で
す
が
、

何
も
処
置
を
し

な
い
場
合
の
生

存
率
が
９
％
に

満
た
な
い
の
に

対
し
、
処
置
を

し
た
場
合
は

20
％
を
超
え
る

と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
が
救
命
方

法
を
会
得
し
、
少
し
で
も
多
く
の
命
が

救
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
･
Ｏ

　
例
年
の
事
業
と
し
て
、
南
越
谷
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
部
会
11
名

の
指
導
で
、
今
年
は
午
前
10
時
か
ら
３

回
に
分
か
れ
「
お
団
子
作
り
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
最
初
に
５
・
６

年
生
、
次
に
３
・

４
年
生
、
最
後
に

１
・
２
年
生
の
合

計
56
名
が
参
加
。

１
グ
ル
ー
プ
約

５
名
と
な
っ
て

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
米
粉
に
水
を

少
し
づ
つ
入
れ

て
は
こ
ね
、徐
々

に
仕
上
げ
て
い

き
ま
す
。
毎
年

参
加
し
て
い
る
か
ら
慣
れ
て
る
よ
と

自
慢
す
る
子
も
い
ま
す
。

　
小
さ
く
ち
ぎ
っ
て
、
そ
れ
を
丸
め
る

仕
草
が
何
と
も
か
わ
い
ら
し
い
。
お
盆

に
移
し
た
団
子
を
沸
騰
し
た
お
湯
に
代

わ
る
代
わ
る
入
れ
て
、
茹
で
上
が
る
の

を
待
ち
ま
す
。

　
お
団
子
は
「
み
た
ら
し
」「
あ
ん
こ
」

と
新
た
に
「
ず
ん
だ
」
の
３
種
類
で
す
。

「
ず
ん
だ
」
は
子
ど
も
た
ち
に
枝
豆
の

さ
や
か
ら
豆
を
出
し
て
も
ら
い
、
ミ

キ
サ
ー
に
か
け
調
味
料
を
入
れ
て
練

り
上
げ
ま
し
た
。
午
後
１
時
に
は
参

加
し
た
全
員
揃
っ
て
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
Ｓ
･
Ｓ

ま
ち
づ
く
り
研
修
会

南越谷各地区　夏の催し

総
務
部
会
担
当
　
６
月
15
日
㈯

　
越
谷
市
環
境
資
源
課
主
催
に
よ
る

廃
棄
物
減
量
等
推
進
に
関
す
る
説
明

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
自
治
会
の
推
進
員
が
出
席
、
こ

の
制
度
の
説
明
と
分
別
収
集
状
況
の

報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
制
度
開
始
か
ら
７
年
経
っ
て
推
進

員
の
尽
力
に
よ
り
、
ご
み
集
積
所
に

お
い
て
良
い
状
態
が
維
持
さ
れ
、
確

実
な
分
別
、
資
源
化
の
徹
底
が
図
れ

て
い
る
と
の
こ
と
。

　
推
進
員
の
役
割
・
活
動
を
次
の
通

り
再
確
認

①
集
積
所
の
排
出
状
況
報
告

②
ご
み
処
理
に

関
す
る
疑
問

点
・
不
明
点
の

市
と
の
情
報
交

換③
市
関
連
ご
み

処
理
の
情
報
交

換　
ご
み
排
出
量

は
平
成
18
年
度

よ
り
15
分
別
を

実
施
し
て
か
ら

確
実
に
減
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
1
人
当

た
り
の
ご
み
量

は
平
成
13
年
度

つ
く
ば
市 

国
土
地
理
院 

地
図
と
測
量
の
科
学
館

猛暑の中、地区内では様々な行事が、にぎやかに繰り広げられました。

　厳しい夏が過ぎ、これ
から多くの魅力ある交流
事業が展開されます。大
いに参加して、友達の輪
を広げましょう。

Ｓ・Ｈ

事
業
予
定

今後ともよろしくお願いします!

　
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
・
越
谷
市
共
催
で
、
こ
れ
ま
で
２

回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
合
同
会
社
フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ

代
表
の
水
津
（
す
い
づ
）
陽
子
氏
。

　
こ
の
講
座
は
、
地
域
の
問
題
解
決
・

意
識
改
革
を
行
う
た
め
に
、
次
世
代

の
コ
ミ
協
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
で
、
話
を
引
き
出

す
質
問
力
や
人
に
伝
わ
る
論
理
的
か

つ
魅
力
的
な
話
し
方
、
互
い
の
理
解
、

共
感
を
得
る
た
め
の
技
術
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
術
」。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
地
域
等
の
問
題
解
決
の

た
め
に
、
会
議
を
活
性
化
し
、
円
滑

に
進
め
、
参
加
者
の
合
意
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
参
加
者
全

員
か
ら
い
か
に
意
見
を
引
き
出
す
か
、

参
加
者
の
無
関
心
や
否
定
的
な
意
見

に
い
か
に
対
処
す
る
か
、
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、講
義
・
実
技
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
構

成
さ
れ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
と
も
活

発
な
意
見
の
交

換
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結

果
を
模
造
紙
に

ま
と
め
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
し
ま
し

た
。

　
他
地
区
の
コ

ミ
協
委
員
や
異

な
る
部
会
の
方

た
ち
と
交
流
す

る
こ
と
な
ど
、

と
て
も
学
ぶ
も

の
が
多
い
講
座

で
し
た
。Ｎ

･
Ａ

Ｓ
･
Ｋ

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
20
％
減
少
。

平
成
25
年
３
月
に
は
正
し
い
分
別
が

で
き
て
い
る
集
積
所
が
84
％
と
改
善

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
意
見
交
換
で
は
、
各
自
治
会
と
も

「
ポ
イ
捨
て
」「
集
合
住
宅
」「
非
自

治
会
員
と
の
対
応
」
の
課
題
が
毎
回

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
件
は
、
市

役
所
で
カ
レ
ン
ダ
ー
や
要
望
書
の
配

布
な
ど
で
指
導
し
て
い
く
と
の
こ

と
。

　
最
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｔ
･
Ｎ

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

1 2

P01 P02



編集後記

講義発表

施設内見学 説明会

●
第
42
回
南
越
谷
地
区
体
育
祭

　
9
月
8
日
㈰
　
8
時
　
南
越
谷
小
学
校
校
庭

　
※
予
備
日
9
月
15
日
㈰

●
防
災
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
コ
ミ
協
主
催
）

　
10
月
6
日
㈰

　
ス
タ
ー
ト
：
南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

●
市
民
体
育
祭
中
央
大
会

　
10
月
13
日
㈰
　
9
時

　
し
ら
こ
ば
と
運
動
公
園
競
技
場

　
※
予
備
日
10
月
20
日
㈰

●
高
齢
者
の
社
会
科
見
学
（
コ
ミ
協
主
催
）

　
10
月
22
日
㈫
　
富
岡
製
糸
場

●
南
越
谷
地
区
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
開
催
日
　
11
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

　
申
込
締
切
日
　
9
月
30
日
㈪

期間：H19.12.1～ 25.8.10

累計で
5,047,601個

ポリオワクチン／6,238人分
CO2発生削減／39,299Kg でした。

第68号

平成25年（2013年）9月1日発行　南越谷地区コミュニティ推進協議会　編集：広報・文化部会　TEL 048-990-1200

コミュニティ南越谷コミュニティ南越谷

http:/ /minamikoshigaya.sakura.ne.jp
段間3.5ミリ

普
通
救
命
講
習
会

南
越
谷
地
区
セ
ン
タ
ー

防
災
部
会
担
当
　
７
月
13
日
㈯

廃
棄
物
減
量
等
推
進
説
明
会

越
谷
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㈭

世
代
間
交
流
事
業
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お
団
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作
り
〜
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越
谷
地
区
セ
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タ
ー

福
祉
部
会
担
当
　
７
月
25
日
㈭

コ
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リ
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養
成
講
座
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１
回
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月
10
日
㈬

第
２
回
　
８
月
７
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㈬
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回
　
　
９
月
予
定

　
越
谷
市
消
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導
の
も
と
、
コ
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協
会
員
16
名
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参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
講
習
会
の
概
要
説
明
を
受
け
た

後
、
早
速
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た

場
合
に
ど
う
行
動
し
た
ら
良
い
か
の
実

技
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始
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
倒
れ
て
い
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人
の
意
識
が
な
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こ
と
が
分
っ
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。
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が
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き
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。
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、
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車
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す
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時
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、
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生
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９
％
に

満
た
な
い
の
に

対
し
、
処
置
を

し
た
場
合
は

20
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き
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多
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の
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会
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で
も
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と
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Ｔ
･
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の
事
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と
し
て
、
南
越
谷
小
学

校
の
児
童
を
対
象
に
、
福
祉
部
会
11
名

の
指
導
で
、
今
年
は
午
前
10
時
か
ら
３

回
に
分
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お
団
子
作
り
」
を
行
い

ま
し
た
。

　
最
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に
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３
・

４
年
生
、
最
後
に

１
・
２
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湯
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。

　
お
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「
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し
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あ
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こ
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に
「
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だ
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の
３
種
類
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す
。
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･
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い
る
と
の
こ
と
。

　
推
進
員
の
役
割
・
活
動
を
次
の
通

り
再
確
認

①
集
積
所
の
排
出
状
況
報
告

②
ご
み
処
理
に

関
す
る
疑
問

点
・
不
明
点
の

市
と
の
情
報
交

換③
市
関
連
ご
み

処
理
の
情
報
交

換　
ご
み
排
出
量

は
平
成
18
年
度

よ
り
15
分
別
を

実
施
し
て
か
ら

確
実
に
減
っ
て

い
ま
す
。

　
市
民
1
人
当

た
り
の
ご
み
量

は
平
成
13
年
度

つ
く
ば
市 

国
土
地
理
院 

地
図
と
測
量
の
科
学
館

猛暑の中、地区内では様々な行事が、にぎやかに繰り広げられました。

　厳しい夏が過ぎ、これ
から多くの魅力ある交流
事業が展開されます。大
いに参加して、友達の輪
を広げましょう。

Ｓ・Ｈ

事
業
予
定

今後ともよろしくお願いします!

　
越
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

会
・
越
谷
市
共
催
で
、
こ
れ
ま
で
２

回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
合
同
会
社
フ
ォ
ー
テ
ィ
Ｒ
＆
Ｃ

代
表
の
水
津
（
す
い
づ
）
陽
子
氏
。

　
こ
の
講
座
は
、
地
域
の
問
題
解
決
・

意
識
改
革
を
行
う
た
め
に
、
次
世
代

の
コ
ミ
協
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
で
、
話
を
引
き
出

す
質
問
力
や
人
に
伝
わ
る
論
理
的
か

つ
魅
力
的
な
話
し
方
、
互
い
の
理
解
、

共
感
を
得
る
た
め
の
技
術
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　
第
２
回
の
テ
ー
マ
は
「
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
術
」。
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
と
は
地
域
等
の
問
題
解
決
の

た
め
に
、
会
議
を
活
性
化
し
、
円
滑

に
進
め
、
参
加
者
の
合
意
を
形
成
す

る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
参
加
者
全

員
か
ら
い
か
に
意
見
を
引
き
出
す
か
、

参
加
者
の
無
関
心
や
否
定
的
な
意
見

に
い
か
に
対
処
す
る
か
、
と
い
う
内

容
で
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、講
義
・
実
技
・
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
か
ら
構

成
さ
れ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
各
グ

ル
ー
プ
と
も
活

発
な
意
見
の
交

換
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
結

果
を
模
造
紙
に

ま
と
め
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
し
ま
し

た
。

　
他
地
区
の
コ

ミ
協
委
員
や
異

な
る
部
会
の
方

た
ち
と
交
流
す

る
こ
と
な
ど
、

と
て
も
学
ぶ
も

の
が
多
い
講
座

で
し
た
。Ｎ

･
Ａ

Ｓ
･
Ｋ

か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
20
％
減
少
。

平
成
25
年
３
月
に
は
正
し
い
分
別
が

で
き
て
い
る
集
積
所
が
84
％
と
改
善

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　
意
見
交
換
で
は
、
各
自
治
会
と
も

「
ポ
イ
捨
て
」「
集
合
住
宅
」「
非
自

治
会
員
と
の
対
応
」
の
課
題
が
毎
回

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
件
は
、
市

役
所
で
カ
レ
ン
ダ
ー
や
要
望
書
の
配

布
な
ど
で
指
導
し
て
い
く
と
の
こ

と
。

　
最
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
施

設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

Ｔ
･
Ｎ

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

1 2
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